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 研究主題 

「確かな学力を育む学習指導の工夫」  
～ＩＣＴ機器の活用を中心として～  

 

令和２年１月１７日（金）  

芦北町立佐敷中学校 

研究発表会  

研究紀要 

はじめに 

  本校は, 昨年度から２年間, 芦北町教育委員会から「ＩＣＴ教育研究推進校」の
指定を受け, 「確かな学力を育む学習指導の工夫～ＩＣＴ機器の活用を中心とし
て～」という研究主題で授業改善に取り組んできました。全職員, ロイロノート
を中心としたＩＣＴ機器を活用した研究授業に取り組み, 効果的な活用を模索し
てきました。 

本日は, ２年間にわたる取組の一端を公開します。ご参会の皆様の忌憚のない
ご意見・ご感想をいただき, 今後の研究の深化に生かして参りたいと思います。
どうぞよろしくお願いします。 



研究の仮説 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ICT 機器の活用 
生徒に直感的に訴えることができ，その活用が確かな学力を効果的に身に付ける。 

どのような場面で活用していくのか？ 

ICT 機器を活用する目的は何なのか？ 

確かな学力を育む学習指導の工夫 

～ICT 機器の活用を中心として～ 

◎研究の仮説 

 確かな学力を育成するために，ＩＣＴ機器を活用することで，より効果的に学習指導を進め

ることができるだろう。また，ＩＣＴ機器を活用して学習活動を行う上で，基礎となる人間関

係づくりや心の教育も並行して行うことで，より高い効果が期待できるだろう。 

授業における工夫 
確かな学力の定着を 

図る授業づくりとは？ 

・ICT 機器を活用した授業例の提示 

・ICT 機器のさらなる活用方法の検討 

・個に応じた指導方法の工夫 

 

 

 

授業を支える工夫 
自他の良さに気付き、認め合う活動

を通した，お互いをつなぐ人間関係

づくりとは？ 

・ソーシャルスキルトレーニング 

・Good job カードなどで自尊感情の向上 

・中体連大会での応援旗の取組 

・帰りの会での MVP の発表 



 



 

 

過程 学習活動 指導上の留意点 

導
入 

１ 学習の準備をする。 

２ これまでの授業を振り返りな

がら，本時のめあてをつかむ。 

 

 

 

 

 

・本時のめあて，留意点を明確にする。特に，突き指等けがの防

止については，再度注意を行う。 

展
開 

３ パス練習 

 

 

【徹底指導場面】 

アンダーハンド 

・肘を伸ばす。 

・重心(膝を曲げる)。 

・手首から前腕でボールを捕

らえる。 

 

【集団思考場面】 

ルックポイント 

・腕の位置はどうか。 

・手の動きはどうか。 

・膝は曲がっているか。 

・姿勢はどうなっているか。 

 

 

 

 

 

整
理 

４ 学習の振り返りをする 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【めあて】ポイントを意識しパス練習を行い，フォームを改善しよう！(アンダーハンドパス) 

自分たちの動きをタブレッ

トで撮影しよう。 

【ICT 活用：技のポイントと比較】 

・ルックポイントに着目し，自分の動きを確認し，自分の動

きを高めるために，修正を行う。 

・お互いの動きについて，意見を出し合うことで，改善点を

把握する。 

【まとめ】自分のフォームの注目すべきポイントは？ 

例)腕，肘，重心(膝を曲げる)，落下点の予測   良い点は今後も継続しよう！ 

研究の実際①（1 年保健体育「バレーボール」の授業実践より） 

【ICT 活用：客観的に確認】 

・ポイントを意識した動きがで

きているか確認する。 

 自分がイメージしていた動きと，実際

の自分の動きとのギャップがあった。 

 自分のイメージでは，もっと体勢を低

くし，レシーブをしていたと思った。 

反省を活かし、最後にも
う一度アンダーハンドパス
を行いました。 
みんな、動きが良くなっ

ていました。 



 

 

過程 学習活動 指導上の留意点 

導
入 

１ 既習事項の確かめをする。 

２ 演示実験を見て課題をつかむ。 

 

 

 

 

 

・e ライブラリを用いて，基礎的基本的事項を確認させる。 

展
開 

３ 課題を解決するための方法を

考える。 

 

 

【個人思考場面】 

・３種類の液体と５種類の物 

質の浮き沈みについて調

べ，ロイロノートで写真を

撮り記録させる。 

・２種類の液体の中間で物質

が浮くためには，どの液体

と物質を組み合わせるとよいのかを

考えさせる。 

 

 

 

 

 

 

 

【集団思考場面】 

・各自が考えた液体と物質で再現でき

るかを班内で検討させ，実際に再現

を行わせる。 

 

整
理 

４ まとめと日常生活との関連 

 

 

 

 

 

 

 

 

・アイスコーヒーにガムシロップを入れ混ぜないと下の方が甘く

なることも同じ現象であることを伝える。 

 

 

 

 

 

研究の実際②（1 年理科「物質の密度」の授業実践より） 

物体が途中で留まっている

のは，なぜでしょうか？ 

【めあて】液体中で，物体が浮いたり途中で止まったりしている現象を解明し，再現しよう。 

【ICT 活用：基礎基本の徹底】 

・繰り返し問題に挑戦させる。 

・本時の課題解決に必要な知識を思い出させる。 

写真通り

に準備で

きた。実

験方法

は・・ 

エタノールには沈んだけど，

水には浮いたね。 

ポリエチレンってエタノールと

水の境目で留まるかな。 

【ICT 活用：見通し】 

・実験準備物の確認や実験方法，

結果のまとめ方を個人にタブ

レットで確認させる。 

・班で準備物の振り分けをタブ

レットを見ながら進めさせる。 

ポリエチ

レンは水

に浮く

ね。 

【ICT 活用：情報の整理・比較】 

・写真を基に液体によって浮くか沈

むかを表にさせる。 

・表を作ったことで，思考の見える

化ができる。それぞれの物質と液

体の密度の相対性を考えさせる。 

表にまとめやすいよ

うに，写真を整理し

て・・・ 

考えた通りにプラスチックが液体の途中で留まった！ 

【まとめ】物体は，物体の密度より密度が大きい液体に入れると浮き，密度が小さい液体に入れると

沈むことから，密度が異なる液体を利用することで，物体を途中で止めることができる。 

【ICT 活用：拡大・共有】 

・大型ディスプレイに映して，視覚的にわかりやすくする。 

・全員が同じイメージをもてるようにする。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Good Job カード 

日常場面や行事などの取組のなかで，生徒同士が気づい 

たお互いの良さを記入する。また、教師からもカードを 

書き、昼の放送で紹介している。 

スマイルカード 

生徒から教師に向けて、Good Job カードと同様の取組 

を行っている。生徒が素直に感謝の気持ちを持つきっか 

けとなった。 

生徒会活動での取組 

①シェアハッピーBOX 

良い行いをした生徒についてだけでなく，自 

分が行った良い行動もカードに書く取組を行 

い，カードは昼の放送で紹介した。 

②中体連大会などのメッセージ 

体育委員会が中心となり、全員が各部に応援メッセージを書き，それを 

まとめて，メッセージとして各部に送った。 

③学期末に実施する生徒会アンケート 

生徒会年間目標を中心に、日常生活を振り返るアンケートを行い、 

その結果を生徒集会で発表した。 

ソーシャルスキルトレーニング(SST) 

学校全体(7 月実施)や学年(月 1 回実施)，学級(月 3 回程度実施)で交流を行いながら，ソーシ

ャルスキルトレーニングを行った。 

その他の取組 

・帰りの会での 1 分間スピーチとそれに対す 

る感想発表。 

・帰りの会での「今日の MVP」の発表。 

・文化部で作成した各部への中体連大会への 

応援旗。 

・心の連絡会、QU テストの結果共有、心の 

アンケート、教育相談。 

「本当の自

信」という

SST の様子 

「上手なほめ方

を考えよう」と

いう SST の様子 

友だちや自分の良いところ

を見つけることができたの

でいい経験になりました。 

授業で、わからないところを教えて

くれてありがとう。 

いつも数学の時間に挙

手していてすごいと思

います。これからも、が

んばってください。 

今日の MVP は〇

〇さんです。班

決めの時に、積

極的に班長に立

候補をしていて

すごいと思いま

した。 

研究の実際③（自尊感情と信頼関係を高めるための取組） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



研究の成果と課題 
【視点１：確かな学力の定着を図る授業づくり】 

・アンケート結果から，ICT 機器を活用すること  

で，生徒が意欲的に学習に取り組むことがわ  

かる。 

・効果的に活用することで，表現力を高めること 

ができた。 

(生徒感想より) 

〇大事なことや実験中の重要なところを撮影で 

きたり，その写真に書き込んだりすることが 

できるので，まとめやすい。 

〇タブレットで資料などを出しながら説明でき  

るところが良い。 

▲ICT 機器で，たくさんの人の意見を見たり，聞  

いたりできるが，早く終わる人と時間がかか   

る人との差があるので時間がかかる。 

【視点２：自他の良さに気付き，認め合う活動を通した，お互いをつなぐ人間関係づくり】 

・ソーシャルスキルトレーニングをすることで， 

伝え方を考え話したりしっかり聞いたりする 

力がついた。 

・ICT 機器を活用することで、より自分の考え 

を表現できるようになった。 

(生徒感想より) 

〇ICT 機器を使うことで，日ごろ発表できない 

人も自分の意見を述べることができる。 

〇みんなの考えなどがそれぞれのまとめ方で 

まとめられていて，こんなやり方もあるんだ 

なと学ぶことができた。 

◆ICT 機器を使っての活動はとてもうれしいが， 

一方で先生の話や友だちの話を聞き逃した

りする。 

今後はどのような場面で効果的に ICT 機器が使用できるのかを精選していくことが重要である。 

 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

12月

5月

授業の中で、自分の考えを表現しているか

はい およそ あまり いいえ

0% 20% 40% 60% 80% 100%

4月より意欲的に学習に取り組める

ICT機器を使う授業が好き

ICT機器で学習内容がわかる

はい だいたい あまり いいえ

0% 20% 40% 60% 80% 100%

12月

5月

授業でもっとICT機器を活用したい(3年)

はい およそ あまり いいえ

0% 20% 40% 60% 80% 100%

12月

5月

話し合い活動で，自分の考えを深めたり、広げたりできる(3年)

はい およそ あまり いいえ

【おわりに】本校では，芦北町教育委員会から指定を受け，試行錯誤しながら研究に取り組んできまし

た。課題もありますが，これからも全職員でＩＣＴ機器の効果的な活用を図り，学力向上に努めて参りま

す。最後になりましたが，本研究推進のためにご指導を賜りました助言者をはじめ，芦北町教育委員会,

参観いただいた先生方，その他関係者各位に心からお礼申し上げます。 

【研究同人】 

令和元年度 田村紀広  山下暢子  大瀬秀彦   光永朋樹  庄島 碧  大窪豊量  後藤英治  野田穂乃香  

井川友子  畑口康煕  竹若美千代  上河大樹  深水聡子  松岡秀治  原田達明  原 友紀  

櫻田裕妃  松永康宏  木川 梢   和田智美  蓑田尚子 

平成 31 年度 永野敏夫  宮尾美稔  二殿大輔    西本誉昭  澤江匡代  早田聖羅  


